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マガタ・ンで発見されたマンモスの幼獣

MaraqaHcKHiiMamoHTeHoK

"h加加以加zJSPm7Ijge""IBlumenbadl)

H、 K.Bepem4rHH,B｡M・MHxeJIbcoH(eds.)
<HAYKA>,レニングラード, 1981,q].296

1977年にマガダン（東経150｡ ,北緯60｡)で発見さ

れた完全なマンモス幼獣の屍体を研究した成果が述べ

られている。これらの成果は発見地点とその地域の地

質学・古地理学・古生物学的研究のあつまりである。

形態学と生化学の研究はソ連の他にアメリカの研究者

(12名）にも参加してもらっている。凍った組識に保

存された蛋白や脂質についての新しいデータが得られ

た。また，初めてマンモスの細胞を観察している。こ

のマンモス幼獣の死の原因と埋没についての仮説に異

なる意見があらわれた。
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AHToHoB, B.K･KarpaMaHoBa,J1.A・BapaTOBa)

178.-幼獣マンモスの組織に残された蛋白とそのアル
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表紙カバーに長い毛におおわれたマンモスの幼獣が

丈の低い木を鼻で引き抜いている想像図が描かれ，裏

表紙にマンモス幼獣化石の発掘状況の写真が載せられ，

らせんにねじれた具体の割に長く太く感じるそろっ

て伸びた4足の一部に凍りついた獣毛，わき腹に肋骨

の浮き出している様子が生々しく伝えられている。

たまた．ま， この本を入手した小沢会員の近くにロシ

ア語の辞書がひけるだけの私がいたため， ここに紹介
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すゐととになりをした。語学的・専問的に多分に誤り

があると思われ童すが内容概略は伝えられたと思いま

す。 （寒河江登志朗）

次に，上記25の論文のうち,3論文の全訳を紹介し

玄す。
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幼獣マンモスの染色体標本の実験

LA.Kupriyanova(ソ連科学アカデミー動物学研究
所， レニングラード）
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図1遊離したフォスフエートを含むヌクレオチッド

の派生物の分鱗日立2632アニオン交換樹脂カラム

（1．6×150”）による破線は標準化合物のクロマ

トグラム。

幼獣マンモスの大腿骨の骨端部海綿質についての研

究がなされた。骨髄細胞から染色体標本をえるために

海綿質を通常の手法で処理した。砕いた海綿質は1％

のクエン酸ナトリウムの低張液に入れられた。低張液

による処理は室温および37℃の条件下で,20～30分

間おこなわれた。遠心分離（5分間, 800rpm)の後，

上清液は注ぎ分けられ，細胞の混合物は無水アルコー

ル・氷酢酸（3 ： 1）混腋中で1時間固定された。固

定している間，固定液は二度交換された。細胞の懸濁

物はあらかじめ冷却しておいた標本ガラスの上に塗布

され，それはアルコールランプの炎で完全に乾燥され

た。メタフェーズ薄片の上で染色体を最もよく分散さ

せるために，塗布物はガラス板にうすくぬった後，加

熱されたのである。

顕微鏡下の観察で，伸びきった形の骨組織の化石が

ときおり見出されることがあるが，核や細胞は観察さ

れていない。このことは，骨髄細胞がこの標本では完

全に破壊されていることを物語っている。（渡部真人）

も類似している。これらの結果は, A.V.Vilisonaの

研究室で行われた同一試料からえられた分析結果(E.

M.Pragerほか，本論文集）とよく一致する。えられ

た資料にもとづくと，幼獣マンモスの筋肉組織のタン

パク質はかなり分解していたと考えられる。フラクシ

ョンIおよびmの加水分解物のアミノ酸組成とコラー

ケンのそれとがよく類似していることから，おそらく

試料中にはコラーケンの分解物が多斌に存在していた

と考えられる。

遊離ヌクレオチッドおよび核酸の分析

遊離ヌクレオチッドとその派生物とを分離するため

にホモジナイズしたマンモスの組織（3．49）を標準

幼獣マンモスの筋肉組織の生化学的分析結果

A.S.Antonov,V・KKagranova,L､A.Baratova

（モスクワ国立大学）
I〃〃
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アミノ酸およびベブチッド・タンパク質の分析

遊離アミノ酸およびベプチット；タンパク質の相対

的な量比を決定するために， 2’の組織をホモジナイ
ズし，冷所で水による抽出をおこなった。

還心分離によって細胞塊を分離した後，エチルアル

コールでポリペプチット・を溶液から沈殿させた。その

結果えられた3つの分画物（水和したアミノ酸とペブ

チット．，ポリペプチット・と水によって抽出されたタン

パク質，水で抽出されなかったタンパク質）の加水分

解を標準的条件（105℃， 24時間, 6NHCZ)で行

った。

分析結果は表Iに示されている。その資料からわかる

ように， フラクシヨンIの大部分（67.85％）はグリ

シンエリなり，他のアミノ酸は少量である。他の2つ

のフラクションのアミノ酸組成はコラーゲンにもつと

=」
図2幼獣マンモスの組織から酸抽出によってえられ

たヌクレオチッドの分離Bio-Rad社製Ammex

A－7カチオン交換樹脂カラム（2．4×250”）に

よる。記号は図1と同じ。

－6()－



表1幼獣マンモスの筋肉組織からえられた加水分解物のアミノ酸組成（モル％）

フラクションI

遊離アミノ酸・
くう･チツ トﾞ

フラクションⅡ

ポリベフ・チット・・

タンパク質

フラクションⅢ

水に不溶左
タンパク質

ゲンア ミ ノ酸 コラ一

リ ジ ン

上スチジン

アルギニン

ハイト・ロキシブロリン

アスパラギン酸
スレオニン

セ リ ン

グルタミン酸

ﾌﾞ ロ リ ン

グ リ シ ン

ア ラ ニ ン

シ ス チ ン

リ ン
●

ノ、

メチオニン

イソロイシン

ロ イ シ ン

メチオニン

フエニルアラニン

2．44

0．18

3．92

10．93

4．72

1．91

3．67

7．76

10．92

32．95

13．01

2．29

0．52

0．90

2．35

0．32

1．21

1．83

0．38

1．79

1．88

2．80

1．54

1．79

3．68

3．19

67．85

4．78

2．22

0．48

1．11

2．46

0．86

1．35

1．48

0．24

2．39

5．83

2．70

1．50

2．15

6．38

10．85

32．51

17．18

7．35

0．39

1．63

4．12

1．24

2．05

2．91

0．47

4．60

10．05

4．41

1．78

3．00

7．23

12．30

34．08

10．05

2．72

0．47

1．41

2．63

0．47

1．41

的手法にしたがい, 0.5NのHCZ,04溶液により冷

所で抽出した。

酸性抽出物は0℃で0.4MKOH溶椴を加えて中和

させた。上清はロータリーエバポレーターで濃縮し分

析に供した。ヌクレオチッドおよびそのモノ， ジ， ト

リフォスフェートの混合物はVarianおよび日立社製

の高速液体クロマトグラフで分析した。クロマトグラ

フのピークの同定は，標準物質との保持時間の比較お

よびUVスベクトロフォトメーターの資料との比較に

よって行なわれた。組織の酸抽出による分離物のクロ

マトグラムは図1 ．2にあげられている。微量なヌク

レオチット・のモノおよびジフォスフエート， またイノ

シンおよびキサントシンが抽出物にみられた。図1か

らわかるように，マンモスの組織からの抽出物には，

筋肉組織に特徴的な組成であるNAD+,NADN,
FADおよびヌクレオチッドトリフォスフェートが欠

けている。フォスフェートを含む派生物のピークを完

全に同定することは，その含有量がきわめて少ないた

め不可能であった。

Schmidt andTangauzeraの図式によると， フラ

クショネーションは，研究された筋肉組織が分解をう

けていないDNAお主びRNAを含んでいないことを

示している。

われわれは，筋肉組織中の核酸も童たヌクレオチッ

ドの分解生成物と同様に完全な分解をうけていた， と

いう結論に達した。

フォスフォリピット・の分析

Forchaの方法によって，組織からフォスフォリピ

ツドのフラクションが分離された。薄層クロマートグ

ラフィーによって， フォスフォリピッドのフラクショ

ン中にフォスフォチジルコリン（23％），スフィンゴ

ミエリン（32％），また別のフォスフォリビッドのリ

ソ･フォルム（47％）や脂肪酸が発見された｡今回研究

された標本は，スフィンゴミエリンがもっとも高い含

有量をもつ点で筋肉組織についての他の論文の記載と

は異っている。 リゾフォルムの大部分はリピッド物質

力極度に破壊をうけていることを示している。

（渡部真人）

幼獣マンモスの組織試料における高含有率コラーゲン

の生化学的データ

A.E.Romero.Errera,G.Din,M.AIende, D.E.

BerkPept.ofAnatomy,SchoolofMedicine,
WayneStateUniversity,Detroit,Michigan,U.SA.)

幼獣マンモスの韓栗組織（400”）を1MKC2,

25w'MTris-HC2(pH7.5)12m8で48時間抽出し

た。遠心分離（5，0001，30分）の後，残った組織を
同じ緩衝液によってふたたび抽出した。得られた上清

に硫酸アンモニウムを55％飽和になるまで加えた。

1時間振動させて混合した後，沈殿物は遠心分離(10,

000'，90分）で分離した。脱塩するために，上清液
はAmiconp力器（メンブランUM-10)を用いて水

に対して透析した。収量は4．6”であった。えられた

タンパク質の3”を6NHC2に溶かし,3つに分けて

108℃で， 24，48，72時間の加水分解をおこなった。
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表2 び0.001MEDTAを含む緩衝システムにおいて, 10%

ポリアクリルアミドゲル⑯io.Phore,Bio.RadI_abo-

ratories,Richmond,Calif) 中で電気泳動分析に供

された。

分析に付された物質のかなりの部分は，ネズミの尾

部からえられたType lのコラーケンのα, ( 1)と

d2 (1)のバンドと一致した。強酸から抽出したり，

コラーゲナーゼ(AdvancedBiofactors ;Lynbrook,
N.Y.) によって処理された試料では9 2つのバン

ドは完全に消失した。コラーゲナーゼに反応しやすい，

より小さい分子量の物質も同様に，おそらくマンモス

の組織にみられるコラーケン質タンパク質の分解生成

物であると思われる。

この研究はNational Science Organization

(Washington)の補助金DEB7619924およびPMC,

7717644，およびNIHEYO2339-02の財

政援助のもとで行われた。
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10000 1．000total

＊ 24， 48，72時間の加水分解物からえられた平均値

酸をのぞいたあと，試料はアミノ酸自動分析機によっ

て分析した。結果は表に示されている。アミノ酸分析

値の全体像は哺乳類のコラーケンを含む物質との類似

を示している。したがって，それらはマンモスのコラ

ーゲンであると認められる。ハイト･ロキシフ・ロリンと

ハイト・ロキシリジンの存在は確認され，う.ロリンとグ

リシン(1,000残量中108および370)も雀たコラー

ケンに特徴的である。比較のために，雄牛の心臓から

えられたコラーケンのα,，鎖の分析値が示されている

(WneyandMcOlam,1978)。

コラーケンの高含有率について，さらに非溶解性物

質の生化学的研究が加えられた。非溶解性物質は1M

KC必で抽出されなかった残置である。この物質は薄

く切り， 70～90℃の5％トリクロル酢酸に30分間浸

すと，その大部分は溶解した。その際，その溶液は黄

色を呈したが，十分に透明であった。溶液は12,0”

’で10分間遠心分離し,コラーケンを含んでいる上清
液からトリクロル酢酸を抽出するため，等量のエーテ

ルを加え，振動させて混ぜ合わせた。エーテルによっ

て，さらに2回の抽出を行なったのち，水を含む相は

24時間,水に対して透析させた。このようにして，微

量な羽状物質（211”）がえられた。この物質は,0．

01%SDS, 0.025Tris, 0.19Mグリシン,およ
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